
























































































































































































































































































































































































































































































































































































	 	1956（昭和31）年９月～196 （昭和36 月
庶務会計掛
目　録　掛 
館長     司書官
図　書　掛 
法経図書室係
1956（昭和31）年９月～1961（昭和36）年３月 
運用保管部
館長 事務長
整　理　部
法学部図書掛 
経済学部図書掛
庶務係
文書係
会計係
原簿係
尊攘堂係
和漢書係
洋書係
受入係
貸付書庫係
閲覧係
文献調査係
庶務掛
会計掛
閲覧貸付掛
書庫掛
参考掛
受入掛
和漢書目録掛
洋書目録掛
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（2017年11月15日受理）
＊４）	日本の図書館員のための図書館参考奉仕に関するアメリカンセミナー（アメリカ図書館協会主催）。
＊５）	1969年は京大図書館創立60周年に当たり，式典と『京都大学附属図書館六十年史』の刊行を岩猿事務長の緻密な計画，
予算措置，全館員参加の方針等によって成功裡に達成され，これが大学図書館の個館史としての嚆矢となる名誉を
獲得されたのであった。〈追悼〉京大図書館事務長時代の岩猿敏生先生　廣庭基介　『図書館界』Vol.68,	No.3,
＊６）	この機構改革を機会に，本学全体の学部，研究所の各図書室をも包含した図書行政の統合をめざしたが，結局附属
図書館の枠内に改革に留まらざるを得なかった。岩猿敏生は整理課長。
＊７）	大学基準等研究協議会の下部委員会　大学図書館の近代化の基本構想を検討する体制の整備。
大学施設基準規格調査会―大学図書館小委員会。国立大学協会―第一常置委員会。日本学術会議―ドキュメンテー
ション研究連絡委員会。国立大学附属図書館に関する小委員会。
＊８）	全学の図書館利用者と図書館側とのコミュニケーションを図ることを目的として発行。
創刊号：誌上で学生と図書館懇談会の記事尾特集　以後においても利用者（教官，学生，職員）の声が掲載され，
発刊の趣旨を反映している。
＊９）	整理業務の近代化：本館で作成していた全学図書の受入原簿を廃し，供用命令書を複写して代える。全学事務用総
合目録に使用してきた小型カードを標準カードに改める。
＊10）	商議会の承認。京大における図書館機構の近代化を進めるため。目的：大学図書館近代化の問題を審議していく，
基本的問題を明らかにする，将来歩むべき基本方針を打ち出す（図書館組織全体の機能，運営等を再検討）。委員会
の構成：各学部・教養部・附置研究所，教授・助教授。議題：図書館サービス諸問題。本館と部局図書室の関係：
分散方式	or	集中方式，コンテンツ・シート・サービス，閲覧・貸出，図書の収集組織。雑誌の収集および利用上の
諸問題：寄贈・交換窓口の一本化，欠号の処理，ソ連科学アカデミー発行雑誌の英訳版購入，文献複写業務。部局
図書室の現状と問題：部局図書室の現状と改善策・機能，保存図書館，学問分野別の専門図書館，人事と予算。
大学図書館の近代化の見地から，図書館サービスの現状における問題点と将来のあり方，部局図書室の構想，附属
図書館の概念等の重要な課題をはじめ多くの問題点について検討し，活発に論議され，有益な助言や，意見が出さ
れた。岩猿（整理課長兼事務部長事務取扱）は幹事。『京大百年史　総説編』p.1,	263.
＊11）	専門職としての司書職制度の確立も要望として盛り込んでいる。
＊12）	最終（第10回）議題「京都大学附属図書館の概念いついて」。附属図書館とは何か，本館と部局図書室の関係，図書
館商議会のあり方。委員長より，来年度の検討予定：図書の廃棄，保存図書館の問題，ロシア語雑誌の英訳本の共
同購入，冊子目録（農学編）。将来計画の立案を行う。岩猿の地位：兼事務部長事務取扱。
＊１3）	報告書の要点：附属図書館の実情と大学図書館の近代化の見地から。図書館サービスの現状における問題点と将来
のあり方，部局図書室のあり方，附属図書館の概念，改善されるべき目標ないし構想が具体的に掲げられている。
以後の図書館運営において検討の成果が強く打ち出され図書館行政を推進していく方針となった。→1966（昭和41）
年５月24日　附属図書館商議会規程改正につながる。
＊14）	商議員に附置研究所から若干名参加。各種の専門委員会を随時開催できるよう条文化した。商議会開催の発議の明
確化。このことにより，今後の図書館商議会が本学の図書館運営上に果たすおおきな役割が明確に位置付けられた。
＊15）	指定図書を一般図書と混排，分類別排列。「指定図書の利用高まる」静脩　Vol.3,	No.2	1966
＊16）	岩猿敏生：学習図書館。図書館資料。図書館資料の運用。図書館資料の配置の各項を担当。
＊17）	蔵書印，受入番号印，受入日付印，隠し印の省略。
＊18）	全学総合目録の整備（目録業務の標準化あるいは近代化への礎石）。２体系のカード目録（事務用，閲覧用）の一本
化をはかる。
＊19）	役員　理事20館（各地区から選出）　監事２館　理事の互選で会長，副会長２館）。
　　　会長：東京大学　副会長：京大，北大　　第１部会：図書館の管理問題　第２部会　それ以外の問題処理を担当。
＊20）	 1969（昭和44）年，人文社会科学，理・工学，医学等の分館網をめぐらし，附属図書館を中央館とする，調整され
た分散方式が，主唱された。これが新制大学の図書館集中主義と既存の旧制帝大の事実上の部局独立の図書館（室）
の状態を調整する唯一の方途であると考えられたのだった。
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